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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成25年11月28日(2013.11.28)

【公開番号】特開2012-210570(P2012-210570A)
【公開日】平成24年11月1日(2012.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-045
【出願番号】特願2011-77177(P2011-77177)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/652    (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/86     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/24     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  23/64    １０３Ａ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    ＺＡＢＥ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０２Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０２Ｄ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０１Ｚ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０３Ｃ
   Ｆ０１Ｎ   3/08    　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｎ   3/10    　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ   3/24    　　　Ｅ
   Ｆ０１Ｎ   3/24    　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｎ   3/28    ３０１Ｄ
   Ｆ０１Ｎ   3/28    ３０１Ｆ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０２Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月11日(2013.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
［実施例１］
ＮＨ３酸化触媒ＡＭＯＸ（１）の製造；
　＝下層（ＮＨ３酸化機能を有する触媒層；）＝
　貴金属成分原料としての塩化白金水溶液を、母材としてのチタニア粉末Ａ（８７ｗｔ％
ＴｉＯ２／１０ｗｔ％ＺｒＯ２／３ｗｔ％ＳｉＯ２）に含浸担持させてＰｔ担持チタニア
粉末（Ｐｔ換算０．３３２ｗｔ％）を得た。次に、得られたＰｔ担持チタニア粉末（１０
０３ｇ）と水をボールミルに投入し、所定の粒径となるまでミリングして、ＮＨ３酸化触
媒層用スラリーＡを得た。
　続いて、このスラリーＡに一体型構造担体、すなわちハニカムフロースルー型コージェ
ライト担体（３００セル５ミル、φ２５．４ｍｍ×２４ｍｍ長さ）を浸漬させ、単位体積
あたりの触媒担持量が３０ｇ／Ｌとなるようにウォッシュコート法で塗布した。その後、
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１５０℃で１時間乾燥させ、大気雰囲気下、５００℃で２時間焼成して下層塗布済み触媒
Ｂを得た。
　＝上層（ＳＣＲ機能層）＝
　Ｗ／Ｃｅ／Ｚｒ材料（１０ｗｔ％ＷＯ３／２３ｗｔ％ＣｅＯ２／６７ｗｔ％ＺｒＯ２）
１０００ｇと、バインダー１００ｇを水とともにボールミルに投入し、所定の粒径となる
までミリングして、ＳＣＲ機能層用スラリーＣを得た。
　続いて、このスラリーＣに前記の下層塗布済み触媒Ｂを浸漬させ、単位体積あたりの触
媒担持量が１１０ｇ／Ｌとなるようにウォッシュコート法で塗布した。その後、１５０℃
で１時間乾燥させ、大気雰囲気下、５００℃で２時間焼成して、表１に示すＡＭＯＸ（１
）を得た。
　その後、得られたＮＨ３酸化触媒を用いて、以下の触媒性能評価を実施した。この触媒
性能の評価結果を図１～３に示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
［実施例２］
ＮＨ３酸化触媒ＡＭＯＸ（２）の製造；
　＝下層（ＮＨ３酸化機能を有する触媒層；）＝
　実施例１に記載した要領で、貴金属成分原料としての塩化白金水溶液を、母材としての
チタニア粉末Ｄ（９０ｗｔ％ＴｉＯ２／１０ｗｔ％ＳｉＯ２）に含浸担持させてＰｔ担持
チタニア粉末（Ｐｔ換算０．３３２ｗｔ％）を得た。得られたＰｔ担持チタニア粉末と水
をボールミルに投入し、所定の粒径となるまでミリングして、ＮＨ３酸化触媒層用スラリ
ーＦを得た。
　続いて、このスラリーＦに一体型構造担体、すなわちハニカムフロースルー型コージェ
ライト担体（３００セル５ミル、φ２５．４ｍｍ×２４ｍｍ長さ）を浸漬させ、単位体積
あたりの触媒担持量が３０ｇ／Ｌとなるようにウォッシュコート法で塗布した。その後、
１５０℃で１時間乾燥させ、大気雰囲気下、５００℃で２時間焼成して下層塗布済み触媒
Ｇを得た。
　＝上層（ＳＣＲ機能層）＝
　Ｗ／Ｃｅ／Ｚｒ材料（１０ｗｔ％ＷＯ３／２３ｗｔ％ＣｅＯ２／６７ｗｔ％ＺｒＯ２）
１０００ｇと、バインダー１００ｇを水とともにボールミルに投入し、所定の粒径となる
までミリングして、ＳＣＲ機能層用スラリーＨを得た。
　続いて、このスラリーＨに前記の下層塗布済み触媒Ｇを浸漬させ、単位体積あたりの触
媒担持量が１１０ｇ／Ｌとなるようにウォッシュコート法で塗布した。その後、１５０℃
で１時間乾燥させ、大気雰囲気下、５００℃で２時間焼成して、表１に示すＡＭＯＸ（２
）を得た。
　その後、得られたＮＨ３酸化触媒を用いて、実施例１の要領で触媒性能評価を実施した
。この触媒性能の評価結果を図１～３に示す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
［比較例１］
　上記のアンモニア酸化触媒ＡＭＯＸ（１）に代えて、下記の方法で調製したアンモニア
酸化触媒ＡＭＯＸ（５）を用い、同様にモデルガス試験装置に設置し、触媒性能を評価し
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た。この触媒性能の評価結果を図１～３に示す。
ＮＨ３酸化触媒ＡＭＯＸ（５）の製造；
　＝下層（ＮＨ３酸化機能を有する触媒層）＝
　貴金属成分原料としての塩化白金水溶液を、母材としてのチタニア粉末Ｄ（９０ｗｔ％
ＴｉＯ２／１０ｗｔ％ＳｉＯ２，　ＢＥＴ値：１００ｍ２／ｇ）に含浸担持させＰｔ担持
チタニア粉末（Ｐｔ換算２．１ｗｔ％）を得た。
　得られたＰｔ担持チタニア粉末５３０ｇと、鉄元素でイオン交換したβ型ゼオライト（
Ｆｅイオン交換量；１．７６ｗｔ％（Ｆｅ２Ｏ３換算）、ＳＡＲ＝２８）１２０ｇと、鉄
元素でイオン交換したＭＦＩ型ゼオライト（Ｆｅイオン交換量；１．３５ｗｔ％（Ｆｅ２

Ｏ３換算）、ＳＡＲ＝２３）２３０ｇと、バインダー１２０ｇを水と一緒にボールミルに
投入し、所定の粒径となるまでミリングして、ＮＨ３酸化触媒層用スラリーＬを得た。
　続いて、このスラリーＬを一体型構造担体、すなわちハニカムフロースルー型コージェ
ライト担体（３００セル／５ミル、φ２５．４ｍｍ×２４ｍｍ長さ）に浸漬させ、単位体
積あたりの触媒担持量が８５ｇ／Ｌとなるようにウォッシュコート法で塗布した。その後
、１５０℃で１時間乾燥させ、大気雰囲気下、５００℃で２時間焼成して下層塗布済み触
媒Ｈを得た。このようにして得た下層塗布済み触媒Ｈには単位体積あたりＰｔが１．０ｇ
／Ｌ担持されることとなる。
　＝上層（ＳＣＲ層）＝
　鉄元素でイオン交換したβ型ゼオライト（Ｆｅイオン交換量；１．７６ｗｔ％（Ｆｅ２

Ｏ３換算）、ＳＡＲ＝２８）３５５ｇと、鉄元素でイオン交換したＭＦＩ型ゼオライト（
Ｆｅイオン交換量；１．３５ｗｔ％（Ｆｅ２Ｏ３換算）、ＳＡＲ＝２３）５３５ｇと、酸
化セリウム（ＢＥＴ値：１５０ｍ２／ｇ）２０ｇと、バインダー９０ｇと水を一緒にボー
ルミルに投入し所定の粒径となるまでミリングして、ＳＣＲ機能層塗布用スラリーＩを得
た。
　続いて、このスラリーＩに下層塗布済み触媒Ｈを浸漬させ、単位体積あたりの触媒担持
量が１１２ｇ／Ｌとなるようにウォッシュコート法で塗布した。その後、１５０℃で１時
間乾燥させ、大気雰囲気下、５００℃で２時間焼成して表１に示す比較用のＡＭＯＸ（５
）を得た。
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